
大 泉 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第２回定例会議) 

 

開 催 日 時 令和７年９月２５日(水) 午後１時３０分から午後３時２５分までの間 

開 催 場 所  大泉警察署 大会議室 

 

出 

 

席 

 

者 

 

委   員 

(定数８人) 

 長山会長 金子委員 半田委員 横川委員 西本委員 

 服部委員 峯﨑委員 渡部委員 
計 ８ 人 

警  察 

 林署長 石川副署長 野澤警務課長 宮寺留置管理課長 

野中会計課長 逆井生活安全課長 石井地域課長 

吉田刑事課長 金子交通課長 清水警備課長 警務係長 

計１１人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

 (1) 署長挨拶 

   多忙の折、定例会議への出席に感謝を申し上げる。夏は「夏休み」や「お盆休み」等、 

  人々が最も開放的になるレジャー期でもあり、警察にとっては、業務が多忙になる季節 

  でもある。例年以上の猛暑であったが、署員は一丸となって業務に邁進している。 

本日は、前回定例会議で行わせていただいた「諮問」への「答申」をいただく予定で 

ある。本日も、皆様から忌憚のない意見や要望をお聞かせいただきたい。 

 (2) 会長挨拶 

   署長挨拶のとおり、今夏は異常な猛暑であったが、多忙な業務に２４時間体制で従事 

する警察官たちに敬意を表したい。 

本日は、前回定例会議での「諮問」に対する「答申」を用意している。本日もよろし 

くお願い申し上げる。 

２ 概況説明（説明者 署長） 

(1) 管内刑法犯認知・検挙等状況（Ｒ３～Ｒ７.８月）について 

(2) 管内特殊詐欺発生状況（Ｒ３～Ｒ７.８月）について 

(3) 管内交通事故発生状況（Ｒ３～Ｒ７.８月）について 

３ 警察署の活動状況（説明者 署長） 

４ 協議 

(1) 答申事項 

   前回定例会議で「来日外国人との共生及び犯罪抑止対策」について委員に諮問したと 

ころ、以下の答申がなされた。 

ア 日本の法令や慣習、社会ルール等にかかる啓発活動の促進（あらゆる警察活動を通 

じての周知活動） 

  イ 協力団体等を介した「交通」「防犯」等の研修会の更なる推進（交通ルール等をは 

じめとする遵法意識の醸成） 

  ウ 自治体、企業等との連携の更なる強化（大泉・邑楽・千代田町、管内企業等と協同 

した活動促進） 

 (2) 今後の方針（説明者 署長） 

   上記答申を受け、署内で取組を模索・実行していき、推進状況を次回定例会議で報告 



する旨を説明した。 

 (3) 質疑、応答等（○～委員、●～署長等） 

○ 刑法犯認知件数が全国的にも増加傾向にあり、タイヤ・室外機窃盗などが多いとの 

ことであるが、住民に対する注意喚起などにも力を注いでいただきたい。〔意見〕 

  ● タイヤ窃盗などについて、自治体広報誌や署独自のチラシを作成するなどして、地 

域住民への注意喚起を実施するとともに、夜間等のパトロールを強化している。〔回 

答〕 

  ○ 夜間に交番を訪ねた際に警察官が不在であった。常時在所することは可能か。〔質 

問〕 

  ● 限られた人数の警察官で各種事案に臨場するため、不在交番が生じることはやむを 

得ない状況である。しかし、交番の入口に設置された電話で、警察署の警察官と直接 

対話を可能としており、緊急時は１１０番通報を呼び掛ける案内表示も掲示している 

ため、御理解いただきたい。〔回答〕 

  ○ 警察官やスクールサポーターが、小中学校において直接生徒に呼び掛ける防犯・交 

通講話は効果が高いと思われる。今後も継続をお願いしたい。〔要望〕 

  ● 児童、中高生等にかかる交通事故や犯罪被害防止を目的とする講話は、重要活動と 

して捉えており、可能な限り各団体等と連携して継続実施していきたい。〔回答〕 

  ○ 平日の朝に通行禁止規制がかかっている、小学校通学路である狭い町道を、抜け道 

として利用する車両が多い旨を以前伝えさせていただいたが、その後、指導取締りを 

実施していただいた結果、同所の違反車両が激減した。対応に感謝するとともに、継 

続して様子を見ていただきたい。〔要望〕 

  ● 通学路の時間通行規制は、児童等の安全確保のため設置しているところであるが、 

これを殊更に無視するドライバーもいる。指導取締りは継続して実施していきたい。 

〔回答〕 

  ○ 来日外国人が所持する自動車運転免許証は、日本人ドライバーのものと有効期限は 

異なるのか。また、外国人に対する特別な法定講習などはあるのか伺いたい。〔質問〕 

  ● 都道府県公安委員会の発行する運転免許証は、国籍に関係なく運転免許学科試験や 

実技試験等に合格した際に取得になることや、有効期限については日本人と同様であ 

る。これとは別にジュネーブ条約加盟国民であれば、当該国が発行する国際運転免許 

証もあるが、これは発行日または上陸日から１年間のうち、先に期限を迎える日が有 

効期限となる。また、外国人ドライバーであることを理由とした法定講習などはない。 

〔回答〕 

  ○ 町内の公園で幼児を連れた母親が、「写真を撮らせて。」などと執拗につきまとわ 

れる事案があった。このような時、どのような対応をすれば良いのか教示願いたい。 

〔質問〕 

  ● 身の安全確保を第一に考え、付近に人がいれば助けを求めるなど、単独にならない 

ことが重要である。また、１１０番通報していただくと、本部の通信指令課では端末 

の位置情報から場所をある程度特定して、警察官を急行させることができるので参考 

にしていただきたい。〔回答〕 

５ 備考 

  令和７年度第３回定例会議は、令和７年１２月１８日（木）に開催予定 

 

 


